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【手続補正書】
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【手続補正２】

【補正対象書類名】図面

【補正対象項目名】全図

【補正方法】変更

【補正内容】
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─────────────────────────────────────────────────────

【手続補正書】

【提出日】平成１０年４月１０日

【手続補正１】

【補正対象書類名】明細書

【補正対象項目名】特許請求の範囲

【補正方法】変更

【補正内容】

【特許請求の範囲】

【請求項１】　３次元座標で定義される仮想空間上に配

置されたオブジェクトを画面に表示する画像処理装置に

おいて、前記３次元座標を構成する３軸のうち少なくと

も１軸の方向に残りの軸の方向とは異なる度合いで前記

オブジェクトのスケール変化を演算するデータ処理手段

と、前記データ処理手段の演算結果に基づき前記オブジ

ェクトを画面に表示する画像表示手段と、を備える画像

処理装置。

【請求項２】　前記データ処置手段は、前記オブジェク

トが振動している状態を表現するように前記３軸のそれ

ぞれの方向について前記オブジェクトのスケール変化を

演算する、請求項１に記載の画像処理装置。

【請求項３】　前記振動は減衰振動である、請求項２に

記載の画像処理装置。

【請求項４】　前記オブジェクトが前記仮想空間上で物

理的な衝撃を受けたか否かを判定する判定手段を備え、

前記判定手段が前記オブジェクトが物理的な衝撃を受け

たと判定したときに前記データ処理手段が前記オブジェ

クトのスケール変化を演算し、この演算結果に基づいて

前記オブジェクトを画面に表示する、請求項３に記載の

画像処理装置。

【請求項５】　前記データ処理手段は、物理的な衝撃に

伴う前記オブジェクトの振動を表現するように前記３軸
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方向のそれぞれについて前記オブジェクトのスケール変

化を演算する、請求項４に記載の画像処理装置。

【請求項６】　前記データ処理手段は、前記オブジェク

トのスケールの減衰を表す項と、前記オブジェクトのス

ケールの変化を表す項と、前記オブジェクトのスケール

の速度変化を表す項と、を含む計算式に基づいて前記減

衰振動を演算する、請求項５に記載の画像処理装置。

【請求項７】　前記オブジェクトのスケールの変化を表

す項及び前記オブジェクトのスケールの速度変化を表す

項のそれぞれは変更可能な所定の値を採り得る項であ

り、前記データ処理手段は、前記オブジェクトが前記物

理的な衝撃を受けたときに前記オブジェクトのスケール

の変化を表す項及び前記オブジェクトのスケールの速度

変化を表す項のそれぞれに前記所定の値を与えて前記オ

ブジェクトのスケール変化を演算する、請求項６に記載

の画像処理装置。

【請求項８】　前記所定の値は、前記オブジェクトが受

けた衝撃の種類や衝撃の角度等に関連する値である、請

求項７に記載の画像処理装置。

【請求項９】　前記オブジェクトのスケールの減衰を表

す項は前記オブジェクトに固有の仮想的な材質の粘り具

合を表す係数を含み、前記オブジェクトのスケールの変

化を表す項及び前記オブジェクトのスケールの速度変化

を表す項は前記オブジェクトに固有の仮想的な材質の硬

さを表す係数を含む、請求項８に記載の画像処理装置。

【請求項１０】　前記粘り具合を表す係数は前記オブジ

ェクトの振動の減衰率を表す係数であり、前記硬さを表

す係数は前記オブジェクトの振動周波数を表す係数であ

る、請求項９に記載の画像処理装置。

【請求項１１】　前記オブジェクトはキャラクタであ

る、請求項１乃至請求項１０のうち何れか１項に記載の

画像処理装置。

【請求項１２】　前記キャラクタは頭部が体の半分を占

める二頭身のキャラクタである、請求項１１に記載の画

像処理装置。

【請求項１３】　３次元座標で定義される仮想空間上に

配置されたオブジェクトを画面に表示するデータ処理方

法において、前記３次元座標を構成する３軸のうち少な

くとも１軸の方向に残りの軸の方向とは異なる度合いで

前記オブジェクトのスケール変化を演算する第１ステッ

プと、前記第１ステップの演算結果に基づき前記オブジ

ェクトを画面に表示する第２ステップと、を備えるデー

タ処理方法。

【請求項１４】　前記第１ステップは、前記オブジェク

トが振動している状態を表現するように前記３軸のそれ

ぞれの方向について前記オブジェクトのスケール変化を

演算するステップである、請求項１３に記載のデータ処

理方法。

【請求項１５】　前記振動は減衰振動である、請求項１

４に記載のデータ処理方法。

【請求項１６】　前記オブジェクトが前記仮想空間上で

物理的な衝撃を受けたか否かを判定する第３ステップを

備え、前記第３ステップにおける判定の結果、前記オブ

ジェクトが前記仮想空間上で物理的な衝撃を受けたと判

定したときに前記第１ステップと第２ステップを順次実

行する、請求項１５に記載のデータ処理方法。

【請求項１７】　前記第１ステップは、物理的な衝撃に

伴う前記オブジェクトの振動を表現するように前記３軸

方向のそれぞれについて前記オブジェクトのスケール変

化を演算する、請求項１６に記載のデータ処理方法。

【請求項１８】　前記第１ステップは、前記オブジェク

トのスケールの減衰を表す項と、前記オブジェクトのス

ケールの変化を表す項と、前記オブジェクトのスケール

の速度変化を表す項と、を含む計算式に基づいて前記減

衰振動を演算する、請求項１７に記載のデータ処理方

法。

【請求項１９】　前記オブジェクトのスケールの変化を

表す項及び前記オブジェクトのスケールの速度変化を表

す項のそれぞれは変更可能な所定の値を採り得る項であ

り、前記第１ステップは、前記オブジェクトが物理的な

衝撃を受けたときに前記オブジェクトのスケールの変化

を表す項及び前記オブジェクトのスケールの速度変化を

表す項のそれぞれに前記所定の値を与えて前記オブジェ

クトのスケール変化を演算する、請求項１８に記載のデ

ータ処理方法。

【請求項２０】　前記所定の値は、前記オブジェクトが

受けた衝撃の種類や衝撃の角度等に関連する値である、

請求項１９に記載のデータ処理方法。

【請求項２１】　前記オブジェクトのスケールの減衰を

表す項は前記オブジェクトに固有の仮想的な材質の粘り

具合を表す係数を含み、前記オブジェクトのスケールの

変化を表す項及び前記オブジェクトのスケールの速度変

化を表す項は前記オブジェクトに固有の仮想的な材質の

硬さを表す係数を含む、請求項１９に記載のデータ処理

方法。

【請求項２２】　前記粘り具合を表す係数は前記オブジ

ェクトの振動の減衰率を表す係数であり、前記硬さを表

す係数は前記オブジェクトの振動周波数を表す係数であ

る、請求項２１に記載のデータ処理方法。

【請求項２３】　前記オブジェクトはキャラクタであ

る、請求項１３乃至請求項２２のうち何れか１項に記載

のデータ処理方法。

【請求項２４】　前記キャラクタは頭部が体の半分を占

める二頭身のキャラクタである、請求項２３に記載のデ

ータ処理方法。

【手続補正２】

【補正対象書類名】　明細書

【補正対象項目名】　０００６

【補正方法】　変更

【補正の内容】
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【０００６】

【課題を解決するための手段】本発明の課題は、３次元

座標で定義される仮想空間上に配置されたオブジェクト

を画面に表示する画像処理装置であって、３次元座標を

構成する３軸のうち少なくとも１軸の方向に残りの軸の

方向とは異なる度合いでオブジェクトのスケール変化を

演算するデータ処理手段と、データ処理手段の演算結果

に基づきオブジェクトを画面に表示する画像表示手段

と、を備える画像処理装置によって解決される。好まし

くは、データ処置手段は、オブジェクトが振動している

状態を表現するように３軸のそれぞれの方向についてオ

ブジェクトのスケール変化を演算する。また、上記振動

は減衰振動とすることが好ましい。

【手続補正３】

【補正対象書類名】　明細書

【補正対象項目名】　０００７

【補正方法】　変更

【補正の内容】

【０００７】また、本発明の画像処理装置は、上記の構

成において更に、オブジェクトが仮想空間上で物理的な

衝撃を受けたか否かを判定する判定手段を備え、判定手

段がオブジェクトが物理的な衝撃を受けたと判定したと

きにデータ処理手段がオブジェクトのスケール変化を演

算し、この演算結果に基づいてオブジェクトを画面に表

示することもできる。好ましくは、データ処理手段は、

物理的な衝撃に伴うオブジェクトの振動を表現するよう

に３軸方向のそれぞれについてオブジェクトのスケール

変化を演算する。

【手続補正４】

【補正対象書類名】　明細書

【補正対象項目名】　０００８

【補正方法】　変更

【補正の内容】

【０００８】好ましくは、データ処理手段は、オブジェ

クトのスケールの減衰を表す項と、オブジェクトのスケ

ールの変化を表す項と、オブジェクトのスケールの速度

変化を表す項と、を含む計算式に基づいて減衰振動を演

算する。また、オブジェクトのスケールの変化を表す項

及びオブジェクトのスケールの速度変化を表す項のそれ

ぞれは変更可能な所定の値を採り得る項であり、データ

処理手段は、オブジェクトが物理的な衝撃を受けたとき

にオブジェクトのスケールの変化を表す項及びオブジェ

クトのスケールの速度変化を表す項のそれぞれに上記所

定の値を与えてオブジェクトのスケール変化を演算す

る。上記所定の値は、オブジェクトが受けた衝撃の種類

や衝撃の角度等に関連する値としても良い。オブジェク

トのスケールの減衰を表す項はオブジェクトに固有の仮

想的な材質の粘り具合を表す係数を含み、オブジェクト

のスケールの変化を表す項及びオブジェクトのスケール

の速度変化を表す項はオブジェクトに固有の仮想的な材

質の硬さを表す係数を含むと良い。例えば、上記の粘り

具合を表す係数はオブジェクトの振動の減衰率を表す係

数であり、上記硬さを表す係数はオブジェクトの振動周

波数を表す係数とする。

【手続補正５】

【補正対象書類名】　明細書

【補正対象項目名】　０００９

【補正方法】　変更

【補正の内容】

【０００９】本発明において、オブジェクトはキャラク

タとすることが好ましい。特に、キャラクタは頭部が体

の半分を占める二頭身のキャラクタとすると良い。

【手続補正６】

【補正対象書類名】　明細書

【補正対象項目名】　００１０

【補正方法】　変更

【補正の内容】

【００１０】本発明の課題は、３次元座標で定義される

仮想空間上に配置されたオブジェクトを画面に表示する

データ処理方法において、３次元座標を構成する３軸の

うち少なくとも１軸の方向に残りの軸の方向とは異なる

度合いでオブジェクトのスケール変化を演算する第１ス

テップと、第１ステップの演算結果に基づきオブジェク

トを画面に表示する第２ステップと、を備えるデータ処

理方法によって解決される。好ましくは、１ステップで

は、オブジェクトが振動している状態を表現するように

３軸のそれぞれの方向についてオブジェクトのスケール

変化を演算する。また、上記の振動は減衰振動とすると

良い。

【手続補正７】

【補正対象書類名】　明細書

【補正対象項目名】　００１１

【補正方法】　変更

【補正の内容】

【００１１】本発明のデータ処理方法は、オブジェクト

が仮想空間上で物理的な衝撃を受けたか否かを判定する

第３ステップを備え、第３ステップにおける判定の結

果、オブジェクトが仮想空間上で物理的な衝撃を受けた

と判定したときに第１ステップと第２ステップを順次実

行する。この第１ステップは、物理的な衝撃に伴う前記

オブジェクトの振動を表現するように３軸方向のそれぞ

れについてオブジェクトのスケール変化を演算すると良

い。

【手続補正８】

【補正対象書類名】　明細書

【補正対象項目名】　００１２

【補正方法】　変更

【補正の内容】

【００１２】好ましくは、上記の第１ステップは、オブ

ジェクトのスケールの減衰を表す項と、オブジェクトの
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スケールの変化を表す項と、オブジェクトのスケールの

速度変化を表す項と、を含む計算式に基づいてオブジェ

クトの減衰振動を演算する。特に、オブジェクトのスケ

ールの変化を表す項及びオブジェクトのスケールの速度

変化を表す項のそれぞれは変更可能な所定の値を採り得

る項であり、第１ステップは、オブジェクトが物理的な

衝撃を受けたときにオブジェクトのスケールの変化を表

す項及びオブジェクトのスケールの速度変化を表す項の

それぞれに所定の値を与えてオブジェクトのスケール変

化を演算する。上記所定の値は、オブジェクトが受けた

衝撃の種類や衝撃の角度等に関連する値とすることが好

ましい。また、オブジェクトのスケールの減衰を表す項

はオブジェクトに固有の仮想的な材質の粘り具合を表す

係数を含み、オブジェクトのスケールの変化を表す項及

びオブジェクトのスケールの速度変化を表す項はオブジ

ェクトに固有の仮想的な材質の硬さを表す係数を含むと

良い。上記の粘り具合を表す係数はオブジェクトの振動

の減衰率を表す係数とし、上記の硬さを表す係数はオブ

ジェクトの振動周波数を表す係数とする。本発明におい

て、オブジェクトはキャラクタとすることが好ましい。

特に、キャラクタは頭部が体の半分を占める二頭身のキ

ャラクタとすると良い。
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